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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
ま
ち
づ
く
り

☆
昨
年
は

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」
で
世
界
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
注
目
さ
れ
た
年
で
し
た
☆

☆
が
、
現
在
医
療

・
介
護

上
ま
ち
づ
く
り

・
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽

・
環
境

・
子
育
て

，
教
育

・
福
祉
な
☆

☆
ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

（特
定
非
営
利
法
人
）
が
、
今
年
の
一
月
十

一
日
現
在
で
全
国
に
五
、
七
七
九
団
☆

☆
体
あ
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

（非
政
府
組
織
）
と
共
に
、
ま
さ
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
花
盛
り
と
い
っ
た
感
☆

☆
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
今
話
題
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
は
別
に
置
き
、
私
個
人
が
係
わ
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
☆

☆
を
中
心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
そ
の
意
義
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
　
　
　
　
　
　
☆

に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
リ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
５

回
連
続
で
行

っ
て
大
変
好
評
で
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
始
め
と
し
て
、
「ま
ち
ウ
オ
ツ

チ
ン
グ

一
を
や

っ
た
り
育
英
高
専
や
石
神
井
児
童

館
と
共
同
で
環
境
に
や
さ
し
い
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
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の
略
称
て
地
域
社
会
を
手
助
け
す
る
輸
送
機
関
の

略
）
を
制
作
し
て
、
石
神
井
や
早
稲
田
や
外
の
街

に
出
掛
け
て
種

々
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
走
行
を
石
神
井
公
園

・
春

の

「
照
姫
ま
つ
り
」
や
商
店
街

の
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ

て
行

っ
た
り
し
て
、
街
の
人
々
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
思
い
を
聞
い
た
り
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

し
た
り
し
て
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
子
供
や
身
体
の
不
自
由
な
方

や
高
齢
者
か
ら
、
大
変
喜
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。

将
来
、
こ
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
実
用
化
し
て
、

狭
い
街
を
走
ら
せ
る
こ
と
，が
私
た
ち
の
夢
で
す
。

今
後
こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
じ
て

「ま
ち
づ
く
り

一

の
提
案
を
積
極
的
に
進
め
て
行
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
し
た
り
、

ウ
オ
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
の
提
案
、
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
し
た
り
、
練
馬
区
の

私
が
住
む
練
馬
区
は
、
昭
和
二
三
年
八
月

一
日

板
崎
区
か
ら
分
離
独
立
し
た
東
京
都
正
三
番
目
の

区
制
を
ひ
い
た
街
で
す
。

練
馬
区
が
分
離
独
立
し
た
の
は
東
京
都
で
二
三

番
目
で
す
が
人
口
は
世
田
谷
区
の
人
○
万
人
に
次

ぐ
六
七
万
人
で
二
番
目
の
人
口
集
中
都
市
で
す
。

一
つ
の
区
で
福
岡
市
の
約
半
分
に
も
な
り
、
こ

れ
だ
け
大
き
な
練
馬
区
で
す
か
ら
勿
論
の
色

々
間

返
を
抱
え
て
い
ま
，，
。

昔
、
練
馬
の
地
継
を
全
国
に
広
め
た
の
が

「
練

馬
大
根
」
で
す
が
、
今
は
殆
ど
見
か
け
ま
せ
ん
。

よ
い
環
境
、
よ
り
住
み
よ
い
練
馬
を
目
指
し
て
、

私
ど
も

一
練
馬
ま
ち
づ
く
り
の
会
」

（
正
会
員
三

十
名
、
メ
ン
バ
ー
は
大
学
洗
生
か
ら
中
高
年
者
ま

で
様
々
）
は
、
九
七
年
か
ら
地
域
活
動
を
始
め
て
、

今
年
六
年
目
に
入
ろ
う
と
し
て
ぃ
ま
す
。
九
九
年

九
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
承
を
受
け
る
。
ま
ず

一

●
塁贔

Ｎ
Ｐ
Ｏ
練
馬
ま
ち
づ
く
り
の
会
理
事

石
神
井
公
園
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
副
会
長

下
河
　
秀
行

都
市

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

へ
の
市
民
参
加
を
し

た
り
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
ぃ
ま
す
。
最
終
的

に
は
行
政
と
の
協
働
事
業
が
狙
い
で
も
あ
り
ま
す
。
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一
昨
年
八
月
、
錬
馬
区
が
立
ち
上
げ
た

「
石
神

井
公
園
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
は
、

町
内
会
、
商
店
街
の
会
長

・
理
事
長
が
計
十
名
、

区
民
の

一
投
公
募
者
か
ら
十
名
の
合
計
二
十
名
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
神
井
公
国
駅
周
辺
三
七
（
ソ
は
、
「
道
路
が
挟

く
て
安
心
し
て
歩
く
こ
と
が
出
来
な
い
一
と
い
う

共
通
の
認
識
に
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
私
共
、

協
議
会
委
員
の
殆
ど
が
仕
事
を
抱
え
な
が
ら
、
既

に
全
員
協
議
会
を
十
五
国

（
述
べ
七
十
五
時
間
）

分
科
会
や
勉
強
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
活
動
を
約
百
時
間
余
り
や
つ
て
来
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
全
体
討
議
の
協
議
会
と

（
Ａ
）
交
　
通

（
Ｂ
）
住
環
境

（
Ｃ
）
ま
ち
の
活
性
化

（
Ｄ
）
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

の
４
分
科
会
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
神
井
公
園
駅
周
辺
地
域
は
、
密
集
し
て
い
る

上
、
道
路
が
狭
く
て
危
険
で
あ
る
と
言
う
の
が
最

大
重
要
課
題
で
、
こ
の
解
決
策
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
何
と
言

っ
て
も

「
交
通

・
住
環
境
」
問
題
に

最
も
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

一
、
「交
通
」
に
つ
い
て

Ａ
、
西
武
池
袋
線
石
神
井
公
園
駅
の
連
続
立
体

交
差
化

（高
架
）
事
業
の
促
進
。

Ｂ
、
都
市
計
画
道
路
の
是
非
。

Ｃ
、
歩
行
者
空
間
の
創
出
の
た
め
の
路
上
商
倒

き
の
路
外
転
換

（今
春
、
交
通
社
会
実
験
済
）

Ｄ
、
駅
前
広
場
の

一
体
的
な
整
備
拡
充
。

Ｅ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
噂

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ら
づ
く
―，
）
特
に
駅
舎

・

公
共
の
施
設

・
商
業
施
設

・
討
要
等
の
改
善
‥

Ｆ
、
危
険
な
富
士
街
道
の
整
備
。

Ｃ
、
交
通
障
害
と
な

っ
て
い
る
商
店
街
の
電
性

の
地
中
化
な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
早
急
な
解
決
が
石
神
井
の
ま
ち
づ
く
―，

に
欠
か
せ
な
い
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

二
、
「住
環
境
」
に
つ
い
て

有
効
な
土
地
利
用
の
観
点
か
ら
意
見
が
出
て
、

石
神
井
ら
し
い
土
地
利
用
の
あ
り
方
や
、
め
ざ
す

べ
き
街
並
み
の
ィ
メ
ー
ジ
、
緑
地
や
公
園
の
保
存

創
出
、
街
並
み

・
景
観
、
防
犯

・
防
災
な
ど
。

三
、
「
ま
ち
の
活
性
化
」
に
つ
い
て

Ａ
、
地
域
文
化
を
活
か
す
た
め
に

Ｂ
、
自
然
と
環
境
に
や
さ
し
く
す
る
た
め
に

Ｃ
、
商
店
街
を
活
性
化
す
る
た
め
に

Ｄ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

以
上
、
四

つ
の
視
点
か
ら
活
性
化
を
検
討
し
た
。

四
、
「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
つ
い
て

Ａ
、
目
標
と
す
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
像

Ｂ
、
地
域
活
動
に
係
わ
る
課
題
と
対
応
の
方
向

Ｃ
、
豊
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
造
機
能

Ｄ
、
行
政
に
期
待
す
る
役
割

な
ど
の
具
体
的
な
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

多
く
の
支
援
会
員
や
傍
聴
者
を
抱
き
込
ん
で
の

議
論
は
、
百
家
争
鳴
で
大
変
盛
り
上
が
り
、
住
民

参
加

の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
意
欲
を
肌
で
感
じ
取
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
去
る
４
月
、
練
馬
区
長

ヘ

具
体
的
な

「
石
神
井
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

の
提
案
を
致
し
ま
し
た
。

練
馬
区
は
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
先
進
国
で

す
′。
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つ
く
り
の
会
」

０
法
人

ち
づ
く
り
活
動

安

心

し

て

歩

石
神
井
公
園
駅
周
辺

け

る

ま

ち


